
施策の体系

計画策定にあたっての前提（将来人口の推計結果）
統計的な手法を用いて推計を行った結果によると、このままの状況で推移した場合、今後、小牧市の人口は本格的な減

少局面に入り、2060年には３万2,072人減の12万1,024人まで減少すると予測されます。

推計値実績値

2018年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年
総人口 実数（人）
年少人口

（0～14歳）

生産年齢人口
（15～64歳）

老年人口
（65歳以上）

実数（人）
構成比（％）
実数（人）
構成比（％）
実数（人）
構成比（％）

153,096
21,084
13.8%
95,625
62.4%
36,387
23.8%

150,725
19,472
12.9%
93,103
61.8%
38,150
25.3%

147,740
18,539
12.5%
90,675
61.4%
38,526
26.1%

143,963
18,276
12.7%
85,777
59.6%
39,910
27.7%

139,752
17,835
12.8%
79,029
56.5%
42,888
30.7%

135,457
17,339
12.8%
74,417
54.9%
43,701
32.3%

131,061
16,665
12.7%
71,434
54.5%
42,962
32.8%

126,284
15,960
12.6%
69,189
54.8%
41,135
32.6%

121,024
15,367
12.7%
67,156
55.5%
38,501
31.8%
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都市ヴィジョン1

こども夢・チャレンジNo.1都市

都市ヴィジョン2

健康・支え合い循環都市

都市ヴィジョン3

魅力・活力創造都市

PDCAサイクルの
推進と実効性の高い

運用

進行管理の結果に
基づく迅速で柔軟な
計画の見直し

計画に基づいた
予算編成・職員配置

計画推進に必要な
組織体制の整備

計画推進に向けた
職員の意識改革

1 協働・情報共有　2 行政サービス　3 行政運営　4 財政運営

来るべき未来社会を見据えて、
すべてのこども達が夢を育み
チャレンジできる環境を創出

“健康・生きがいづくり”と
“支え合いの地域づくり”の循環
により、自分らしくいきいきと
安心して暮らすことができる

「活力ある高齢社会（小牧モデル）」を構築

「住みたい」「働きたい」
「訪れたい」魅力あふれる

小牧を創造

戦略3戦略1 戦略2

1 防災・減災　2 生活安全　3 多文化共生　4 消防・救急　5 環境・エネルギー
6 ごみ・資源1 安全・環境

7 健康づくり　8 地域福祉　9 介護・高齢者福祉　10 障がい者（児）福祉
11 地域医療　12 保険・福祉医療2 健康・福祉

13 学校教育　14 教育環境　15 子育て支援　16 幼児教育・保育
17 男女共同参画3 教育・子育て

18 スポーツ　19 文化・芸術　20 生涯学習4 文化・スポーツ

21 シティプロモーション　22 農業　23 商工業5 産業・交流

24 市街地整備　25 都市交通　26 道路・橋りょう　27 上下水道　
28 河川・水路　29 公園・緑地・緑道　30 住宅6 都市基盤・交通


